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 ２０２０年１２月２５日 

 

交通教育ＮＰＯ  
ＯＳＣＮじてんしゃスクール 

代表 片山昇 

 

 

聴 講 レポート 

 
■聴講概要 

 
 

 

大会名  日本安全教育学会 第２１回静岡大会 

 

主 題  安全教育における「主体的・対話的で深い学び」とは      

 

日 時  ２０２０年１０月１０日(土) １５：３０～１７：５０ 

※YouTubeによるインターネット配信 

１１日(日)  ９：３０～１６：４８ 

※ZOOMによるインターネットライブ配信 

 

会 場  常葉大学静岡草薙キャンパス 

（コロナ禍によりオンライン開催） 

 

主 催  日本安全教育学会 

     (The Japanese Associate of Safety Education: JASE) 

理事長 戸田芳雄（学校安全教育研究所代表） 

 

主 管  日本安全教育学会 第２１回静岡大会実行委員会 

 

年次学会長・実行委員長 木宮 敬信（常葉大学教育学部・教授） 

 

後 援  文部科学省 静岡県教育委員会 静岡市教育委員会 

 

日本安全教育学会ホームページ  http://anzen-kyoiku.org/ 

 

大会プログラム掲載場所（日本安全教育学会ホームページ内） 

http://anzen-kyoiku.sakura.ne.jp/program_21th_fin.pdf 

 

 

 

 

http://anzen-kyoiku.sakura.ne.jp/program_21th_fin.pdf
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■聴講の感想 

 

 
OSCN代表 片山 昇 

 
 
１、主催者 日本安全教育学会について 
 
 
 「すべての人が健康・安全な生活を営むことができるとともに、進んで望ましい環境の改善
に資する態度、能力を習得できる手立てを構築することが、今日正に強い社会的な要請である
と認識される｡」（学会ホームページより抜粋）との理念の下、１９９９年（平１１）に設立。安全教育
に関する調査研究、普及啓発、並びに安全教育学領域研究の発展を目的としている。 
設立当時の会長、吉田瑩一郎氏は、青森県の公立学校教員、同県教委指導主事、公立小学校

長・中学校長等の経験を持つ。吉田氏は、昭和４２年９月から平成元年８月にかけて文部省体
育局学校保健課教科調査官、体育局体育官、体育局体育官等を歴任。昭和４３年～平成元年の
間に、三度、学習指導要領改訂に携わっている。日本体育大学の教授も務めた。 
昭和から平成の義務教育、特に、学校安全や交通安全分野において、吉田氏の果たしてきた

役割と影響力は大きい。 

 
 
 
 
 
 
 
２、講演や発表について 
 
 
研究テーマは、交通安全分野だけでなく、防災教育、災害安全、スポーツ事故防止、地域防

災、安全教育、防犯、学校安全と幅広い分野にわたっている。 
 
発表者は、教育学部系の研究者や大学生を中心に、大学の防災研究センターや学校教育現場

の教員など。そして、安全に関わる民間企業、セコム等による発表も行われた。 
 
特別講演は、静岡県の県立高校教諭（ＩＣＴ推進委員長）による「新型コロナウィルス下に

おける『主体的・対話的で深い学び』とは」。内容は、突然告げられた休校という状況下での 
ＩＣＴ活用やオンライン教育の現状について。 

今年度の学校を取り巻く社会状況の急変により、学校安全の視点からも、学業教育現場でも
生徒の教育支援、学業継続の為に、「Ｂｅｆｏｒｅコロナ」と「Ｗｉｔｈコロナ」の学びの在り
方を比較、分析。 
 
新たにオンラインを積極的に活用した主体的、協働的な学びの在り方について、ニューノー

マル時代の学びとは何か、という視点での発表は、大変興味深かった。 
 
その他の発表でも大変参考になったのは、学校教育現場での児童生徒の実態を踏まえた 
「安全」に関する問題意識に基づいたテーマが多かった点である。 
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３、「安全科」 大阪教育大学附属池田小学校教諭の発表について 
 
 
 交通安全教育分野で大変参考になったのは、大阪教育大学附属池田小学校教諭 山崎雅史氏に
よる発表、セッションＧ＜安全教育＞Ｇ－１「聴覚からの危険情報の収集に焦点化した安全教
育」である。 
  
この研究は、聴覚を生かすことで、児童が自分の身を自分で守れることを学ぶというもの。 

聴覚により得た情報を自分の身に生じる危険と結びつけることができる、ということを意識しな
ければ「知っているけど、できない」という状況になる。このことを児童が、体験を通して気づ
き「知っているから、できる」へと変容を促す。 
児童は、聴覚からも危険情報を得ることができることを知り、それを活用することで危険予測

をすることができる、ということを学習する。その結果として、児童が、安全な行動選択をする
ことができるようになることを期待する研究。 
 
児童自身の危機感や、自ら潜在的な危険に気づこうという安全意識を高める学習は重要であ

る。私は、数年前まで小学校現場で交通安全教育担当であった。当時を思い起こしつつ、山崎
氏の発表に大変共感を覚えた。 
 
 池田小学校は、平成２１年に文科省から教育課程特例校の認可を受け、教科の中に 
「安全科」を設けている。生活科、特別活動、総合的な学習の時間を一部活用し、安全科の 
時間を年間 15時間以上実施しているとのことである。 
各学年で、年間１５時間程度の授業。他教科同様に安全教育カリキュラムが組まれ、災害安

全、生活安全、交通安全、情報モラル等の内容がある。 
交通安全だけを見ても、１年生から６年生までの全学年。歩行者から自転車まで。交通ルー

ルとマナー。そして、サイクリング遠足をも含む、十分な時間と内容が確保されている。 
カリキュラムについては、ウェブ上で公開されている。http://www.ikeda-e.oku.ed.jp/anzen/ 
 
また、２０２１年１月には、公開研究授業が予定されている。 

「安全科」では、６年生「自転車～安全で快適なサイクリングに向けて～」がある。 
 
交通安全教育分野の最終仕上げとして、サイクリング授業が行われるということで、大変興

味深い。（最終ページに、池田小学校の公開授業資料を添付） 

多くの義務教育校においては、安全教育に十分な時間を割くこともできず、形骸化を辿らざ
るを得ない状況がある。その様な中、池田小学校における、教科としての「安全科」の取組に
は、大きな感銘を受けた。 
 
 
 
 大会終了後、私は、山崎氏に直接、質問をする機会を得た。山崎氏とのやりとりの一部を 
ご紹介したい。 
 
山崎氏 「イヤホンをして道路や歩道の真ん中を平気で歩いている姿をたくさん目にします。
迷惑をかけている意識がないのだろうと思いますが、安全科で扱ったのには、自分の命は自分
で守るという基本があるからです。自分の身を守るために、聴覚を始め、様々な感覚を生か
し、危険情報を収集することが自分の身を守ることにつながる、ということを知ってもらいた
いという思いでした。」 
 
現在の多くの義務教育現場では、教科としての「安全科」のある池田小学校とは異なり、安

全教育のために十分な時間を割くのが難しい現状について、山崎氏は以下のようにも語った。 
「安全教育として、１時間行うというのも、効果的だと思いますが、現在の多くの学校事情を
考えると現実的ではないのかもしれません。となると、指導者が安全教育の視点を持ち、教科
横断的に、授業の中でどのように扱うかによって、安全教育の扱い、そして、学びの深さも変
わってくるのではないかと考えています。」 
 
 
子どもが、危険に対して当事者意識を高めるという点に加え、教員が当事者意識を強く持

ち、将来にわたり子どもの成長に影響する「安全教育」について、日々の様々な教科指導の中
で取り上げていく。池田小のような特例校でなくとも、実践できる取り組みであろう。 
児童生徒の交通社会における安全能力向上のための方策について、改めて考えを深める機会

となった。 日本交通安全教育学会の大会に改めて感謝を申し上げたい。 
（片山 昇） 
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